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輸出によって諸外国の需要に応えている。IT・ビジネスサービスの輸出先は欧米向けが

９割に達している。国内でもITサービス産業の強みが発揮されており、政府のICT促進

策「デジタル・インディア」イニシアティブに基づき、政府が開発したプラットフォー

ムを活用してのキャッシュレス決済サービス等が活発化している。対インド直接投資は、

モディ政権発足（2014年）後に加速しており、国別では欧米から、業種別ではIT関連が

多い。 

さらに、インドの発展を見込む際、人口動態が重要である。インドは、2022～2023年

に人口規模が世界最多となった見通しである。先に一人当たりGDPを向上させた中国は、

従属人口比率の低下とともに高度成長を果たしたが、高齢化の進展により同比率が上昇

するにつれて成長が鈍化している。インドでは、2030年頃に従属人口比率の反転が見込

まれるが、その後の高齢化は緩やかなものにとどまり、成長制約は相対的に小さい可能

性がある。 

人口要因に加え、経済成長の源泉は生産性である。インドでは製造業・サービス業等

の高生産性部門への労働再配置は緩やかながらも進展しているが、農業部門の就業者は

未だ４割を超えている。また、各産業の生産性上昇率は中国の方が高く、インドは引き

続き生産性を高めていくことが重要となる。 

更なる成長に向けては、（１）外資導入による国内製造業の活性化、（２）ITサービ

ス産業の一層の発展、（３）教育投資等による生産性改善と労働再配置等の各種課題へ

の対応、を進めることが鍵となると考えられる。 
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